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一
、
研
究
の
背
景
と
動
機

　

一
九
九
九
年
一
二
月
に
、「
今
後
我
が
国
の
教
育
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、

特
に
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
役
割
と
接
続
の
在
り
方
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
を
検
討
す
る）

1
（

」
こ
と
を
示
し
た
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
「
初
等
中
等
教

育
と
高
等
教
育
と
の
接
続
の
改
善
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
を
機
に
、

「
高
大
接
続
」
の
推
進
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。「
生
涯
の
各
時
期
に
わ
た
っ
て
、

い
つ
で
も
学
習
で
き
る
よ
う
な
環
境
や
条
件
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
初
等
中

等
教
育
段
階
に
あ
っ
て
は
、
知
識
の
一
方
的
な
教
え
込
み
で
は
な
く
「
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
る
力
」
の
育
成
、
高
等
教
育
段
階
に
あ
っ
て
は
、
初
等
中
等
教

育
段
階
で
身
に
付
け
ら
れ
た
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
」
を
基
礎
と
し
て

「
課
題
探
求
能
力
」
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る）

2
（

」
と
い
う
認
識
の
下
、

大
学
で
の
学
び
を
取
り
込
ん
だ
高
等
学
校
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ

た
り
、
大
学
教
員
に
よ
る
高
校
生
向
け
の
出
張
授
業
や
模
擬
授
業
が
実
施
さ
れ

た
り
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
教
育
環
境
面
の
整
備
は
今
後
も
さ
ら
に
進
め
ら
れ

て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
「
高
校
生
に
／
大
学
生
に
、
何
を
ど
う
教
え
る

か
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
個
々
の
教
科
・
科
目
、
個
々
の
教
員
、
個
々
の

受
講
生
の
水
準
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
時
代
や
社
会
の

状
況
の
質
に
応
じ
て
、そ
の
都
度
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

さ
て
、
高
等
学
校
国
語
科
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
新
し
い
学
習

指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、必
履
修
科
目
が
「
国
語
総
合
」（
四

単
位
）
か
ら
、「
現
代
の
国
語
」（
二
単
位
）
お
よ
び
「
言
語
文
化
」（
二
単
位
）

へ
と
変
わ
っ
た
。
ま
た
、選
択
科
目
が
「
現
代
文
Ａ
」（
二
単
位
）、「
現
代
文
Ｂ
」

（
四
単
位
）、「
古
典
Ａ
」（
二
単
位
）、「
古
典
Ｂ
」（
四
単
位
）、「
国
語
表
現
」（
三

単
位
）
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、「
論
理
国
語
」（
四
単
位
）、「
国
語
表
現
」（
四

単
位
）、「
文
学
国
語
」（
四
単
位
）、「
古
典
探
求
」（
四
単
位
）
へ
と
変
わ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
二
〇
二
二
年
度
入
学
生
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
お
い

て
、
四
つ
あ
る
選
択
科
目
の
う
ち
の
ど
の
科
目
を
選
ぶ
の
が
適
当
で
あ
る
の
か

が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
科
目
選
択
の
基
準
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
の
一
つ
が
、
大
学
入
学
試

国
語 

科
教
材
と
し
て
の
平
野
啓
一
郎
の
「
分
人
」
論 

―
高
大
接
続
を
視
野
に
入
れ
た
文
学
教
育
（
１
）
―

広
　
　
瀬
　
　
正
　
　
浩＊
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三
〇

験
に
お
け
る
出
題
傾
向
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
「
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
に
代
わ
っ
て
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
出
題
傾
向
も
変
わ
っ
た
。
従
来
の
セ
ン
タ
ー

試
験
同
様
に
評
論
文
と
小
説
、
古
文
と
漢
文
の
四
つ
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
も
、

複
数
の
問
題
文
や
資
料
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
論
理
的
に
読
解
し
た
り
思
考
を
抽

象
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
新
た
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
出
題
傾
向
の
変
化
は
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
下
で
の
選
択

科
目
に
お
け
る
「
論
理
国
語
」
と
「
古
典
探
究
」
の
選
択
を
促
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
そ
し
て
結
果
的
に
、
従
来
の
「
国
語
総
合
」
や
「
現
代
文
」
に
取
り
込
ま

れ
て
い
た
文
学
的
な
文
章
を
中
心
的
に
扱
う
「
文
学
国
語
」
は
、
選
択
さ
れ
に

く
い
も
の
と
な
っ
た
。実
際
に
各
出
版
社
の
教
科
書
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
る
と
、

「
論
理
国
語
」
や
「
古
典
探
究
」
な
ど
は
「
精
選
」
と
冠
の
つ
い
た
も
の
や
無

印
の
も
の
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
豊
か
で
あ
る
が
、「
文
学
国
語
」
は
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
乏
し
い
。

　

大
学
で
は
文
系
学
部
の
縮
小
な
ど
と
い
っ
た
文
学
を
教
え
る
教
育
環
境
面
で

の
困
難
は
あ
る
が
、
文
学
そ
の
も
の
の
価
値
が
文
学
の
授
業
者
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
る
こ
と
は
、基
本
的
に
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、高
等
学
校
に
お
い
て
「
文

学
国
語
」
が
選
ば
れ
に
く
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
先
述
の
状
況

は
、「
近
現
代
の
文
学
教
材
（
詩
・
短
歌
・
俳
句
を
ふ
く
む
）
の
実
質
的
な
縮

小
で
あ
り
、
教
室
か
ら
の
「
排
除）

3
（

」」
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
文
学
作
品
教
材

を
め
ぐ
る
高
等
学
校
と
大
学
の
関
係
は
、
不
均
衡
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
不
均
衡
を
前
提
と
す
る
と
、
国
語
科
に
お
け
る
高
大
接
続
が
有

意
義
な
も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
①
説
明
的
な
文
章
（
評
論
文
、
論
説
文
、「
論

理
国
語
」な
ど
で
扱
わ
れ
る
文
章
）と
文
学
的
な
文
章
と
の
区
別
を
相
対
化
し
、

説
明
的
な
文
章
も
ま
た
「
文
学
」
で
あ
る
と
す
る
論
理
を
構
築
す
る
、
②
文
学

的
な
文
章
を
論
理
的
に
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
位
し
、
そ
の
た
め
の
理

論
を
高
校
生
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
環
境
を
用
意
す
る
、
な
ど
の
工
夫
が

必
要
と
な
ろ
う
。
特
に
②
に
関
し
て
は
、
す
で
に
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、東
京
学
芸
大
学
国
語
教
育
学
会
が
ま
と
め
た
『
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
を
見
通
し
た
12
年
間
の
「
文
学
」
の
学
び）

4
（

』
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
十
二
年
間
に
関
す
る
も
の

な
の
で
、
直
接
的
に
高
大
接
続
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
三
十
四

頁
に
も
わ
た
る
文
学
理
論
の
用
語
や
キ
ー
ワ
ー
ド
の
解
説
が
な
さ
れ
、「
レ
ト

リ
ッ
ク
」「
語
り
」「
テ
ク
ス
ト
」「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」「
視
点
」「
時
制
」「
文
体
」

「
メ
タ
認
知
」「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
空
白
」「
人
称
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
書
を
監
修
し
た
千
田
洋
幸
は
、「
登
場
人
物
、
物
語
、
虚
構
、

語
り
、
構
造
、
読
者
…
…
等
々
、
文
学
の
学
習
の
た
め
に
必
要
な
概
念
の
習
得

は
、
入
門
期
の
段
階
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
、
未
分
化
な

状
態
に
置
か
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
概
念
が
十
二
年
間
を
か
け
て
発
達
し
て
い
く

過
程
と
し
て
文
学
の
学
習
を
捉
え
る
こ
と）

5
（

」が
重
要
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、

「
実
は
文
学
理
論
の
コ
ー
ド
の
多
く
は
低
学
年
の
段
階
で
す
で
に
萌
芽
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
す）

6
（

」
と
述
べ
る
。
大
学
で
の
文
学
教
育
を
通
じ
て
学

ぶ
よ
う
な
「
文
学
理
論
の
コ
ー
ド
」
を
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国

語
科
教
育
に
援
用
す
る
こ
と
の
可
能
性
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
う
し
た
先
行
す
る
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
研
究
で
は
、
国
語
科

に
お
け
る
高
大
接
続
が
有
意
義
な
も
の
に
な
る
た
め
の
別
の
道
筋
を
考
え
て
み

た
い
。
そ
れ
は
、
③
説
明
的
な
文
章
に
示
さ
れ
て
い
る
話
題
を
発
展
的
に
理
解

す
る
契
機
と
し
て
文
学
的
な
文
章
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に
出
会
わ
せ
る
回
路
を

構
築
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
こ
う
し
た
こ
と
は
実
際
の
教
育
現
場
で
は
お
そ

ら
く
既
に
な
さ
れ
て
お
り
、
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
文
学
的
な

文
章
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に
出
会
わ
せ
る
」
こ
と
を
意
識
的
に
方
法
化
し
、
そ



国語科教材としての平野啓一郎の「分人」論

三
一

の
方
法
を
精
緻
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
方

法
化
・
精
緻
化
の
実
践
を
蓄
積
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
は
ず
だ
。
以

下
に
示
す
の
は
、
そ
の
実
践
例
の
一
つ
と
な
る
。

二
、
研
究
テ
ー
マ
の
設
定

　

さ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
思
春
期
」
に
相
当
す
る
中
学
生
や
高
校
生
に
と
っ
て
、

「
自
分
は
何
者
か
？
」「
自
分
ら
し
さ
と
は
何
か
？
」
と
い
っ
た
問
題
は
切
実
な

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
年
齢
を
重
ね
、
中
学
か
ら
高
等
学
校
へ
、
高
等

学
校
か
ら
大
学
へ
と
進
学
す
る
過
程
で
、
理
想
と
す
る
自
分
と
現
実
の
自
分
と

の
葛
藤
に
悩
む
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、学
校
な
ど
で
他
人
と
出
会
い
、

自
分
自
身
で
思
い
描
く
自
己
像
と
他
人
か
ら
の
見
ら
れ
方
と
の
葛
藤
に
悩
ん
だ

り
し
な
が
ら
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
成
功
し
た
り

失
敗
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
る
た
め
か
、

高
等
学
校
国
語
科
の
教
材
と
し
て
扱
わ
れ
る
現
代
的
な
文
章
（
と
り
わ
け
論
理

的
な
文
章
）
に
お
い
て
は
、「
私
」
や
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
は
重
要
な
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
思
春
期
に
あ
た
る
学
習
者
（
高
校
生
）

が
〝
当
事
者
意
識
〞
を
も
っ
て
向
き
合
え
る
も
の
と
し
て
、
教
材
が
選
ば
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、必
履
修
科
目
の「
現
代
の
国
語
」に
お
い
て
は
、宇
野
重
規「〈
私
〉

時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（『
現
代
の
国
語
』
筑
摩
書
房
、『
現
代
の
国
語
』
東

京
書
籍
）、
阪
本
俊
生
「「
私
作
り
」
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」（『
現
代
の
国
語
』
第

一
学
習
社
）、
若
林
幹
夫
「
遅
れ
て
き
た
「
私
」」（『
探
求 

現
代
の
国
語
』
桐

原
書
店
）、
仲
正
昌
樹
「「
私
」
が
「
主
体
」
で
あ
る
た
め
に
」（
同
前
）、
平
田

オ
リ
ザ
「
わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら
」（『
現
代
の
国
語
』
明
治
書
院
）
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
、選
択
科
目
の
「
論
理
国
語
」
に
お
い
て
は
、松
村
圭
一
郎
「
人

は
な
ぜ
贈
与
す
る
の
か
」（『
論
理
国
語
』
大
修
館
書
店
）、
鷲
田
清
一
「
自
他

の
「
間
あ
い
」」（『
論
理
国
語
』
第
一
学
習
社
）、
森
田
良
行
「「
私
」
中
心
の

日
本
語
」（
同
前
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
私
」
や
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

を
規
定
す
る
「
多
様
性
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
教
材
と
し
て
、管
啓
次
郎
「
ピ

ジ
ン
と
い
う
生
き
方
」（
筑
摩
書
房
『
論
理
国
語
』）、
岡
真
理
「
虚
ろ
な
ま
な

ざ
し
」（
同
前
）
な
ど
も
あ
る
。

　

文
学
的
な
文
章
に
お
い
て
も
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
は
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
と
も
言
え
る
。
た
と
え
ば
、
定
番
教
材
と
し
て
多
く
の
教
科
書
に
掲
載

さ
れ
続
け
て
き
た
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
は
、
前
者
は
、
飢
え
死
に
を
す
る

か
盗
人
に
な
る
か
を
模
索
す
る
中
で
、
老
婆
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
当
座
の

「
私
」
の
立
場
を
決
定
す
る
物
語
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
同
じ
く
定
番
教
材
と

さ
れ
て
い
る
中
島
敦
「
山
月
記
」
は
、
承
認
欲
求
と
自
己
評
価
と
の
不
整
合
さ

か
ら
「
虎
」
と
し
て
の
「
私
」
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
物
語
だ
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
学
校
で
用
い
ら
れ
る
教
科
書
だ
け
で
な
く
、
問
題
集
や
参
考
書

な
ど
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
高
校
生
の
た
め
の
現
代
文

ガ
イ
ダ
ン
ス　

ち
く
ま
評
論
文
の
論
点
）
7
（

21
』
で
は
、
一
番
最
初
の
論
点
と
し
て

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
掲
げ
ら
れ
、
岡
田
美
智
男
「
目
玉
ジ
ャ
ク
シ
の
原

初
的
サ
ッ
カ
ー
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
類
似
テ
ー
マ
と
し
て
若
林
幹
夫
「「
私
」

の
つ
な
が
り
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『〈
読
む
力
を
つ
け
る
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
選
〉
中
高
生
の
た
め
の
文
章
読
本）

8
（

』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
幾
つ

か
の
文
章
の
う
ち
、
上
橋
菜
穂
子
「
物
語
る
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」、
伊
藤
亜

紗
「
体
、
こ
の
不
気
味
な
も
の
」、
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら

自
由
に
な
る
」
な
ど
が
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
山
元
『
高
校
生
の
た
め
の
評
論
文
キ
ー
ワ
ー
ド
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１
０
０）

9
（

』
に
お
い
て
も
、
当
然
な
が
ら
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
立
項
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
注
目
し
た
い
の
が
、小
説
家
の
平
野
啓
一
郎
の
書
い
た
「
分
人
」

に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
だ
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
ト
ル
を
異
に
し
な

が
ら
、「「
本
当
の
自
分
」
幻
想
」（『
現
代
の
国
語
』
第
一
学
習
社
）、「「
個
人
」

か
ら
「
分
人
」
へ
」（『
現
代
の
国
語
』
大
修
館
書
店
）、「
分
人
と
は
何
か
」（『
精

選
論
理
国
語
』
東
京
書
籍
）
と
、
複
数
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
出
典

は
、第
一
学
習
社
版
『
現
代
の
国
語
』
は
、平
野
啓
一
郎
『
私
と
は
何
か 「
個
人
」

か
ら
「
分
人
」
へ
』（
二
〇
一
二
年
、
講
談
社
）
で
あ
り
、
大
修
館
書
店
版
『
現

代
の
国
語
』
は
、
岩
波
書
店
編
集
部
編
『
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る　

未
来
の
つ
く

り
方
』（
二
〇
一
三
年
、
岩
波
書
店
）
所
収
の
平
野
の
エ
ッ
セ
イ
「「
個
人
」
で

は
な
く
「
分
人
」
を
基
本
単
位
と
し
て
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
典
は
異
な
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
で
示
さ
れ
る
平
野
の
思
考
は
、
基
本
的
に
共
通
し
て
い

る
。
平
野
は
、
近
代
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
「（
分
割
不
可
能
な
）
個
人 

individual

」
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
「（
分
割
可
能
な
）
分
人 dividual

」

な
る
も
の
を
想
定
し
、
一
人
の
人
間
は
唯
一
無
二
の
「
個
人
」
と
し
て
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
諸
々
の
対
人
関
係
に
応
じ
て
生
じ
る
複
数
の
「
分
人
」

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。こ
の
平
野
の
文
章
が
、

複
数
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

構
築
の
当
事
者
で
あ
る
現
代
の
高
校
生
に
と
っ
て
、
平
野
の
「
分
人
」
論
が
一

定
の
意
義
を
有
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

平
野
啓
一
郎
は
一
九
九
九
年
に
『
日
蝕
』
で
第
一
二
〇
回
芥
川
賞
を
受
賞
し

て
以
降
、
数
多
く
の
小
説
を
執
筆
し
発
表
し
て
き
た
が
、
二
〇
一
〇
年
前
後
よ

り
「
分
人
」
と
い
う
概
念
を
積
極
的
に
提
起
し
始
め
、
そ
の
自
ら
の
思
考
を
導

入
し
た
創
作
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
『
マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に
』

（
二
〇
一
六
年
、
毎
日
新
聞
出
版
）、『
あ
る
男
』（
二
〇
一
八
年
、
文
藝
春
秋
）、

『
本
心
』（
二
〇
二
一
年
、
文
藝
春
秋
）
な
ど
の
小
説
作
品
に
見
ら
れ
る
が
、
最

も
直
接
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
、『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』（
二
〇
一
二
年
、

講
談
社
）
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
節
で
は
、
高
等
学
校
教
科
書
で
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
平

野
の
文
章
を
分
析
し
、
学
習
者
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
せ
る
も
の
と
し
て
そ
れ
が

扱
わ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
本
稿
で
は
、
平
野
の
代
表
作
で
あ
る
『
私
と

は
何
か
』
を
扱
い
た
い
た
め
、
第
一
学
習
社
版
の
『
現
代
の
国
語
』（
令
和
三

年
三
月
三
〇
日
検
定
済
）
所
収
の
平
野
啓
一
郎
「「
本
当
の
自
分
」
幻
想
」
を

対
象
に
す
る
。
そ
し
て
、
高
等
学
校
国
語
科
の
教
材
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
し

て
小
説
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
に
注
目
し
て
分
析
を
行
い
、
前
節
で
③
と

し
て
挙
げ
た
「
説
明
的
な
文
章
に
示
さ
れ
て
い
る
話
題
を
発
展
的
に
理
解
す
る

契
機
と
し
て
文
学
的
な
文
章
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に
出
会
わ
せ
る
と
い
う
回
路

を
構
築
す
る
」
た
め
の
教
材
研
究
の
実
例
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

三
、
教
材
研
究
の
方
向
性
（
１
）　 

　
　
　
　
　

―
平
野
啓
一
郎
『
私
と
は
何
か
』

　

平
野
啓
一
郎
『
私
と
は
何
か
』
は
、
既
述
の
よ
う
に
二
〇
一
二
年
に
発
表
さ

れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。「「
個
人
」
か
ら
「
分
人
」
へ
」
と
い
う
副
題
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、「
私
」
な
る
も
の
を
理
解
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
き
た
「
個
人
」

と
い
う
概
念
に
代
わ
っ
て
「
分
人
」
と
い
う
概
念
を
推
す
と
い
う
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

　

第
一
学
習
社
版
の
『
現
代
の
国
語
』
で
は
、
平
野
の
エ
ッ
セ
イ
は
「「
本
当

の
自
分
」
幻
想
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
導
入
部
に
「
学
習

の
ね
ら
い
」
と
し
て
、「
主
題
に
至
る
論
の
構
造
を
把
握
し
、
主
張
に
説
得
力

を
持
た
せ
る
た
め
の
論
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
る
」（
一
九
頁
）
と
書
か
れ
て
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い
る
。
評
論
文
を
読
解
す
る
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
上
で
、
本
文
が
提
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
文
は
、『
私
と
は
何
か
』
の
三
〇

〜
三
八
頁
を
軸
に
、
省
略
や
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
本
格
的
に
広
が
り
始
め
た
二
〇
〇
〇

年
代
初
頭
」（
一
九
頁
）
の
「
私
」
の
出
来
事
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
文
章
を
読

む
高
校
生
の
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
頃
の
出
来
事
で
あ
る
。「
私
」

が
あ
る
友
人
の
書
い
た
ブ
ロ
グ
を
読
ん
だ
際
、「
私
の
知
っ
て
い
る
彼
と
は
全

く
別
人
」（
一
九
頁
）
が
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
驚
い
た
こ
と
が

語
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
の
「
ネ
ッ
ト
の
中
の
彼
が
「
本
当
」
の
姿
と
見

え
た
」（
二
〇
頁
）
と
い
う
「
私
」
の
実
感
を
発
端
に
、「「
本
当
の
自
分
／
ウ

ソ
の
自
分
」
と
い
う
モ
デ
ル
」（
二
〇
頁
）
が
自
身
の
思
考
の
前
提
に
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、「
結
局
、ど
っ
ち
も
「
本
当
」
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」（
二
〇

頁
）
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
以
下
「
私
」
自
身
が
経
験
し
た
具
体
例
を

も
交
え
な
が
ら
、「
本
当
の
自
分
」
な
る
も
の
を
単
一
の
も
の
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
の
有
害
性
に
つ
い
て
説
く
の
で
あ
る
。

　

本
文
に
お
け
る
様
々
な
具
体
例
に
関
す
る
記
述
は
、
い
ず
れ
も
「
主
題
に
至

る
論
」
を
「
構
造
」
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
導
入
部
に
掲
げ
ら
れ
た
「
学
習
の

ね
ら
い
」
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
、『
私
と
は
何
か
』
が
教
材
化
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
本
文
の
最
後
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
こ
の

最
後
の
部
分
は
当
然
、
筆
者
の
「
主
張
」
と
し
て
理
解
し
て
い
い
わ
け
だ
が
、

同
時
に
こ
の
部
分
は
、
読
者
で
あ
り
学
習
者
で
あ
る
高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
通
用
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

分
人
は
す
べ
て
、「
本
当
の
自
分
」
で
あ
る
。
／
私
た
ち
は
、
し
か
し
、

そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
唯
一
無
二
の
「
本
当
の
自
分
」
と
い
う
幻

想
に
囚
わ
れ
て
き
た
せ
い
で
、
非
常
に
多
く
の
苦
し
み
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
受
け
て
き
た
。
ど
こ
に
も
実
体
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知

り
、
そ
れ
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
四
六
時
中
そ
そ
の
か
さ
れ
て
い

る
。
私
と
い
う
人
間
は
、
対
人
関
係
ご
と
の
い
く
つ
か
の
分
人
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
人
ら
し
さ
（
個
性
）
と
い
う
も
の
は
、

そ
の
複
数
の
分
人
の
構
成
比
率
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
分
人
の
構
成
比

率
が
変
わ
れ
ば
、
当
然
、
個
性
も
変
わ
る
。
個
性
と
は
、
決
し
て
唯
一
不

変
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
他
者
の
存
在
な
し
に
は
、
決
し
て
生
じ

な
い
も
の
で
あ
る
。（
二
五
頁
）

　

こ
の
引
用
部
分
に
お
い
て
、「
私
た
ち
」
と
い
う
主
体
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

「
私
」
と
語
る
筆
者
と
、
読
者
で
あ
り
学
習
者
で
あ
る
高
校
生
と
が
、「
私
た
ち
」

と
い
う
語
を
通
じ
て
共
同
体
を
構
成
す
る
よ
う
仕
掛
け
ら
れ
る
。
ま
ず
こ
の
場

面
で
、
文
学
理
論
の
「
語
り
」「
語
り
手
」
と
い
う
も
の
を
、
学
習
者
に
意
識

づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

語
り
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
主
体
で
あ
る
こ
の
「
私
た
ち
」
の
共
同
性

は
、「
分
人
は
す
べ
て
、「
本
当
の
自
分
」
で
あ
る
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、「
唯
一
無
二
の
「
本
当
の
自
分
」
と
い
う
幻
想
に
囚
わ
れ
て
き
た
せ
い
で
、

非
常
に
多
く
の
苦
し
み
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
て
き
た
」と
い
う
点
に
あ
る
。

読
者
で
あ
り
学
習
者
で
あ
る
高
校
生
は
、「
私
た
ち
」
と
い
う
語
を
通
じ
て
「
非

常
に
多
く
の
苦
し
み
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
て
き
た
」
主
体
と
な
る
こ
と
を

要
請
さ
れ
る
。
こ
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
、「
私
た
ち
」

と
名
指
さ
れ
た
高
校
生
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
そ
れ
へ
の
実
感
に
依
拠
す

る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
高
校
生
は
、
こ
の
語
り
の
要
請
を
拒
む
こ
と
も
可
能
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
要
請
を
受
け
る
か
拒
む
か
を
決
断
す
る
前
段
階
と
し

て
、
自
身
の
経
験
と
そ
れ
へ
の
実
感
を
確
認
す
る
と
き
、
そ
れ
ま
で
強
く
意
識

す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
苦
し
み
」「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
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の
で
は
な
い
か
。「
…
…
そ
う
い
え
ば
自
分
は
あ
の
と
き
あ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
受
け
て
い
た
」、「
…
…
そ
う
い
え
ば
自
分
は
あ
の
と
き
「
本
当
の
自
分
」
が

何
な
の
か
分
か
ら
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
」、と
。こ
の
語
り
の
働
き
に
よ
っ
て〝
自

己
発
見
〞
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
と
な
り
、「
私
た
ち
」
と
い
う
存
在
と
な
っ

た
高
校
生
は
、
自
ら
の
「
苦
し
み
」
や
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
か
ら
解
放
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
、「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
を
人
生
の
支
え
と
し
て
受
容
す
る
こ

と
に
な
る
。
実
際
、
こ
の
「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
感

じ
る
学
習
者
で
あ
る
高
校
生
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
語
り
（
語
り
手
）
と
学
習
者
と
の
関
係
の
形
成
は
、「
主
題
に
至

る
論
の
構
造
を
把
握
し
、
主
張
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
の
論
の
展
開
に
つ

い
て
考
え
る
」
こ
と
を
「
学
習
の
ね
ら
い
」
と
す
る
高
等
学
校
国
語
科
と
い
う

教
科
か
ら
す
れ
ば
派
生
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
逸
脱
的
な
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
既
に
第
二
節
で
も
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
高
等

学
校
国
語
科
の
現
代
的
な
文
章
（
と
り
わ
け
論
理
的
な
文
章
）
の
教
材
で
は
、

「
私
」や「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」は
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
。
む
し
ろ
、

思
春
期
に
相
当
す
る
高
校
生
自
身
が
当
事
者
と
し
て
抱
え
て
い
る
問
題
に
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
の
文
章
が
教
材
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
第
一
学
習
社
版
『
現
代
の
国
語
』
に
は
、
平
野

啓
一
郎
が
「
分
人
」
論
を
構
築
し
た
意
図
を
「
評
論
の
し
る
べ
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
の
中
で
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
平
野
の
「
分
人
」
論
を
教

材
化
し
た
意
図
を
仄
め
か
す
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
期
を
迎
え
る
と
自
我
意
識
が
強
ま
る
。
自
分
と
は
何
か
と
い
う
疑

問
を
抱
い
た
り
自
分
探
し
を
は
じ
め
た
り
、
ま
た
そ
の
結
論
が
見
つ
か
ら

ず
苦
悶
し
た
り
す
る
。
平
野
は
「
個
人
」
と
い
う
概
念
を
変
え
て
「
本
当

の
自
分
」
は
一
つ
で
は
な
く
、対
人
関
係
ご
と
に
見
せ
る
複
数
の
顔
が
「
本

当
の
自
分
」
だ
と
し
、
分
人
主
義
を
主
張
し
た
が
、
こ
う
し
た
「
個
人
」

を
捉
え
よ
う
と
す
る
思
考
は
ほ
か
に
も
あ
る
。（
略
）（
二
七
頁
）

　

こ
こ
で
、「
青
少
年
期
を
迎
え
る
と
自
我
意
識
が
強
ま
る
。
自
分
と
は
何
か

と
い
う
疑
問
を
抱
い
た
り
自
分
探
し
を
は
じ
め
た
り
、
ま
た
そ
の
結
論
が
見
つ

か
ら
ず
苦
悶
し
た
り
す
る
」
こ
と
が
、
断
定
的
な
、
い
わ
ば
客
観
的
事
実
と
し

て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
青
少
年
」
理
解
の
下
、
彼
ら
彼
女
ら
が

抱
え
る
「
疑
問
」「
苦
悶
」
を
解
決
す
る
実
践
の
一
例
と
し
て
、平
野
の
「
分
人
」

論
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
疑
問
」「
苦
悶
」
を
抱
え
て
い
る
な
ら
ば
「
分

人
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
読
者
で
あ
り
学
習
者
で

あ
る
高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
本
教
材
が
置
か
れ
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
唯
一
無
二
の
「
本
当
の
自
分
」
と
い
う
幻
想
」
に
囚
わ
れ
ず
に
済
む
こ
と

で
精
神
的
に
楽
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
対
処
療
法
的

で
は
あ
る
も
の
の
、「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
に
拠
る
こ
と
で
、「
苦
し
み
」
や

「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」、「
苦
悶
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
語
科
と
い

う
教
科
の
枠
を
超
え
て
、
人
生
に
お
い
て
有
意
義
な
思
考
の
場
を
こ
の
文
章
が

用
意
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
ま
で
「
私
た
ち
」
を
捕
捉
し
て

い
た
「
唯
一
無
二
」
な
る
も
の
へ
の
信
仰
を
捨
て
て
、
多
な
る
も
の
を
抱
え
て

生
き
て
い
く
こ
と
は
、「
私
た
ち
」
に
と
っ
て
難
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
分

人
」
な
る
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
を
是
と
す
る
考
え
方
の
周
辺
に
は
、
ど
の
よ

う
な
思
考
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。こ
う
し
た
問
題
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
国
語
科
教
材
と
し
て
平
野
の
「
分
人
」
論
を
読
む
上
で
も
有
意
義
で

あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
高
等
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
で
は
対
応
す
る
こ
と

は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
高
大
接
続
あ
る
い
は
高
大
連

携
を
視
野
に
入
れ
た
文
学
教
育
で
あ
る
。
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平
野
は
自
身
の
「
分
人
」
論
を
、『
私
と
は
何
か
』
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
小
説
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
小
説
の
登
場
人
物
に
「
分

人
」
論
を
語
ら
せ
、
そ
の
「
分
人
」
論
に
基
づ
き
自
己
認
識
を
行
わ
せ
、
そ
し

て
登
場
人
物
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
小
説
の
物

語
を
読
む
こ
と
は
、
高
等
学
校
国
語
科
の
『
現
代
の
国
語
』
や
『
論
理
国
語
』

か
ら
発
展
し
た
学
習
の
契
機
と
な
る
し
、
授
業
者
側
に
と
っ
て
は
教
材
研
究
の

一
途
に
も
な
る
。
こ
の
小
説
読
解
や
物
語
分
析
の
実
践
を
、
高
等
学
校
の
国
語

科
教
育
と
大
学
で
の
文
学
教
育
の
間
に
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
次
節
で
は
、
平
野
の
「
分
人
」
論
が
最
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
見

な
し
う
る
小
説
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
を
取
り
上
げ
て
、
教
材
研
究
の
方

向
性
を
指
し
示
す
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

四
、
教
材
研
究
の
方
向
性
（
２
） 

　
　
　
　
　

―
―
平
野
啓
一
郎
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』

　

平
野
啓
一
郎
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
は
二
〇
一
二
年
に
講
談
社
よ
り
刊

行
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。
初
出
は
雑
誌
『
モ
ー
ニ
ン
グ
』
二
〇
一
一
年
四
〇
号

か
ら
二
〇
一
二
年
三
九
号
ま
で
の
連
載
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
上
下
巻
の
分

冊
と
い
う
形
で
文
庫
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
の
引
用
は
、
二
〇
一
二
年
刊
行
の
単
行
本
に

拠
る
。

　

物
語
は
、
死
ん
だ
は
ず
な
の
に
生
き
返
っ
て
き
た
男
が
、｢

自
殺｣

し
た
理

由
を
探
す
中
で
、｢

分
人｣

と
い
う
考
え
方
に
出
会
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

主
人
公
の
土
屋
徹
生
は
、世
界
各
地
で
死
ん
だ
人
間
が
よ
み
が
え
る
「
復
生
者
」

の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
中
、
三
年
前
に
死
ん
だ
復
生
者
と
し
て
生
き

返
る
。
最
初
は
徹
生
は
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
死
ん
だ
か
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
勤
務
先
の
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
飛
び
降
り
て
自
殺
し
た
と

い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
愕
然
と
す
る
。
自
分
に
は
自
殺
す
る
よ
う
な
理
由
な

ど
決
し
て
な
い
、
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
ん
な
中
、
佐
伯
と
い
う
人
物
の

存
在
を
思
い
出
す
。
徹
生
は
、
憂
さ
晴
ら
し
の
た
め
に
鳩
を
蹴
り
殺
し
て
い
た

佐
伯
を
咎
め
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
佐
伯
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
自
分
が
死
ぬ
直
前
に
佐
伯
と
会
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
徹
生
は
、
自
分
は
佐
伯
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
の
だ
と
理
解
す
る
。
そ
し

て
、
自
分
は
自
殺
で
は
な
い
こ
と
を
妻
や
周
囲
の
人
た
ち
に
語
っ
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
彼
ら
が
抱
え
て
き
た
苦
し
み
（
徹
生
の
悩
み
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
後
悔
）も
少
し
は
和
ら
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

〝
徹
生
が
自
殺
し
た
後
の
世
界
〞
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
違
和

感
は
簡
単
に
は
拭
い
去
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
徹
生
の
元
に
、
自
殺
し
た
当
時
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
が
届
く

の
で
あ
る
（
送
り
主
は
佐
伯
で
あ
っ
た
）。
映
像
は
、
徹
生
の
自
殺
を
示
し
て

い
た
。そ
の
事
実
を
受
け
と
め
る
こ
と
は
徹
生
に
と
っ
て
苦
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
復
生
者
た
ち
の
集
会
で
知
り
合
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ラ
デ
ィ
ッ
ク

か
ら
、
人
間
の
生
死
に
関
わ
る
考
え
方
を
示
さ
れ
、
自
殺
と
い
う
事
実
を
少
し

ず
つ
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、ラ
デ
ィ
ッ
ク
の
紹
介
で
、

自
殺
願
望
者
の
人
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
で
あ
る
池
端
と
知

り
合
う
。
池
端
は
、
表
情
の
異
な
る
複
数
の
ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
に
言
及
し
な
が

ら
、「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
を
徹
生
に
示
し
た
。「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
は
、

最
初
は
徹
生
に
も
理
解
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
に

依
拠
す
る
こ
と
で
、
徹
生
は
自
分
の
自
殺
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

世
界
中
で
大
き
な
騒
動
に
な
っ
た
復
生
者
の
登
場
は
、
雇
用
問
題
や
倫
理
問

題
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
今
度
は
そ
の
復
生
者
た
ち
が
急
に
消
滅
す
る
と
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い
う
こ
と
が
話
題
に
な
り
始
め
た
。
実
際
、
徹
生
の
知
人
た
ち
も
、
姿
を
消
し

て
い
く
。
そ
し
て
徹
生
も
、
家
族
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
そ

の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
以
上
が
、『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
の
物

語
内
容
に
な
る
。

　

こ
の
小
説
に
お
い
て
「
分
人
」
が
話
題
に
な
る
の
は
、
主
人
公
の
土
屋
徹
生

と
自
殺
願
望
者
の
人
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
池
端
と
の
会
話
に
お

い
て
で
あ
る
が
、
徹
生
が
池
端
の
言
葉
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
ラ
デ
ィ
ッ
ク
と
対
話
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ラ
デ
ィ
ッ
ク
は
火
災
か
ら
人
を
助
け
て
命
を
落
と
し
た
後
に
復
生
し
た
人
物

で
あ
る
が
、
死
ん
だ
理
由
が
人
命
救
助
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
周
囲
か
ら
は

善
人
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
に
ラ
デ
ィ
ッ
ク
本

人
は
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
。
ラ
デ
ィ
ッ
ク
は
述
べ
る
。「
土
屋
サ
ン
、
私
の

死
が
、
私
の
罪
の
数
々
を
帳
消
し
に
し
、
私
の
人
生
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
な

ん
て
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
あ
な
た
の
死
が
、
あ
な
た
の
行
っ
た
素
晴
ら
し
い

こ
と
を
す
べ
て
台
な
し
に
し
て
、
あ
な
た
の
人
生
を
全
否
定
す
る
な
ん
て
、
そ

ん
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
す
。
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
」、「
死
は
傲
慢
に

0

0

0

0

0

、0﹅

人
生
を
染
め
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

。
私
た
ち
は
、
自
分
の
人
生
を
彩
る
た
め
の
様
々
な
イ
ン
ク

壺
を
持
っ
て
い
ま
す
。
丹
念
に
い
ろ
ん
な
色
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
た
ま
た
ま
、

最
後
に
倒
し
て
し
ま
っ
た
イ
ン
ク
壺
の
色
が
、全
部
を
一
色
に
染
め
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
こ
と
は
、
間
違
っ
て
ま
す
。
私
の
場
合
、
そ
れ
が
、
愚
行
と
も
つ
か
な

い
自
己
犠
牲
で
し
た
。
土
屋
サ
ン
の
場
合
は
自
殺
で
し
た
。
で
も
そ
れ
は
、
人

間
が
生
き
て
い
る
間
に
す
る
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
行
為
の
、
た
か
だ
か
一

つ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？）

10
（

」。
こ
の
ラ
デ
ィ
ッ
ク
の
言
葉
は
、
ラ
デ
ィ
ッ
ク
自
身

の
生
に
対
す
る
認
識
の
自
己
確
認
の
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
死
因
が
自
殺
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
衝
撃
を
受
け
て
い
る
徹
生
を
慰
め
る
も
の
で
も
あ
る
。
人

間
の
生
の
価
値
が
死
に
方
（「
最
後
に
倒
し
て
し
ま
っ
た
イ
ン
ク
壺
の
色
」）
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
の
思
考
は
、
人
生
に
お
い
て
「
丹
念

に
い
ろ
ん
な
色
を
重
ね
て
」
い
く
こ
と
に
よ
る
「
私
」
の
複
数
性
と
い
う
も
の

に
徹
生
の
目
を
向
け
る
も
の
に
な
る
。

　

こ
の
ラ
デ
ィ
ッ
ク
の
言
葉
に
対
す
る
理
解
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
徹
生
は
池
端

の
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
池
端
は
ま
ず
徹
生
に
対
し
て
異
な
る
二
種
類
の

ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、「
一
方
が
本
物
で
、
他
方
が
ニ
セ
モ

ノ
と
は
言
え
な
い
。
全
部
、
本
物
の
ゴ
ッ
ホ
で
す）

11
（

」
と
し
た
上
で
、「
ゴ
ッ
ホ

だ
け
じ
ゃ
な
い
、
人
間
は
み
ん
な
そ
う
で
し
ょ
う
？　

裏
表
な
ん
て
言
い
ま
す

け
ど
、本
当
は
二
重
人
格
ど
こ
ろ
か
、つ
き
あ
う
人
の
数
だ
け
幾
つ
も
顔
を
持
っ

て
い
る
。
誰
と
喋
っ
て
も
『
オ
レ
は
オ
レ
』
の
ゴ
リ
押
し
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
か
ら）

12
（

」
と
説
明
す
る
。
そ
れ
で
も
「
け
ど
、
…
…

根
は
同
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？　

僕
は
僕
で
す
か
ら
。（
略
）
…
…
本
当
の
自

0

0

0

0

分0

は
ひ
と
つ
で
す
よ）

13
（

」
と
単
一
性
に
固
執
す
る
徹
生
に
対
し
、「
私
た
ち
は
、

そ
の
対
人
関
係
ご
と
の
色
ん
な
自
分
を
、〈
個
人
〉
に
対
し
て
〈
分
人
〉
と
呼

ん
で
ま
す
。
分
数
の
分
に
人
。
個
人
が
整
数
だ
と
す
れ
ば
、
分
人
は
分
数
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
個
人
は
一
人
、二
人
と
数
え
る
。
そ
の
一
人
々
々
の
中
に
ま
た
、

複
数
の
違
っ
た
分
人
が
存
在
し
て
い
る）

14
（

」、「
人
間
は
、誰
か
と
の
関
係
の
中
で
、

そ
の
人
の
た
め
の
分
人
を
常
に
生
み
出
し
て
い
る
。
お
互
い
に
で
す
。
相
手
の

中
に
は
、
あ
な
た
の
た
め
の
分
人
が
生
じ
る
。
一
対
の
セ
ッ
ト
と
し
て
、
言
葉

や
感
情
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
―
―
個
性
と
い
う
の
は
、
だ
か
ら
、
唯
一

不
変
の
核
の
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
ど
う
い
う
比
率
で
、
ど
ん
な
分

人
を
抱
え
て
い
る
か
と
い
う
、
そ
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
で
す）

15
（

」
と
池
端
は
述
べ

る
の
だ
。
こ
の
池
端
の
「
分
人
」
の
説
明
は
、平
野
啓
一
郎
の
『
私
と
は
何
か
』

の
叙
述
と
か
な
り
の
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
。

　

結
果
的
に
、
池
端
の
言
葉
を
自
分
の
中
で
吸
収
し
た
徹
生
は
、
自
身
が
自
殺

し
た
理
由
を
「
分
人
」
の
概
念
を
通
じ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
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る
。「
僕
を
自
殺
さ
せ
た
の
は
、
醜
く
間
違
っ
た
考
え
で
し
た
。
僕
は
僕
だ
、

と
い
う
考
え
、僕
と
い
う
人
間
は
た
だ
一
人
、と
い
う
考
え
で
す
。
も
し
僕
が
、

分
人
と
い
う
考
え
方
さ
え
知
っ
て
た
ら
、
僕
は
千
佳
と
の
分
人
、
璃
久
と
の
分

人
、秋
吉
さ
ん
と
の
分
人
を
足
場
に
し
っ
か
り
生
き
て
い
き
な
が
ら
、そ
の
た
っ

た
一
つ
の
い
や
0

0

な
分
人
を
消
し
さ
え
す
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

良
か
っ
た
！）

16
（

」。
つ
ま
り
、「
分
人
」

と
い
う
考
え
方
を
知
っ
て
お
ら
ず
、
佐
伯
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
い

や
な
分
人
」
を
消
去
す
る
と
い
う
考
え
方
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、「
佐
伯
の

存
在
の
影
響
は
、
僕
全
体
の
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
自
分
を
否
定

し
よ
う
と
し
た
ら
、
丸
ご
と
全
部
、
僕
を
否
定
し
な
き
ゃ
い
け
な
い）

17
（

」
と
い
う

考
え
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
に
お
い
て
、
物
語
の
主
人
公
は
最
初
は
「
分
人
」

と
い
う
考
え
方
を
知
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
様
々
な
登
場
人
物
と
の
対
話
や
自

問
自
答
を
通
じ
て
「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
を
知
り
、〝
自
殺
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
方
法
〞
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思

考
の
過
程
が
モ
デ
ル
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
で
、『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』

と
い
う
小
説
は
、
国
語
科
教
材
と
し
て
の
平
野
啓
一
郎
の
「
分
人
」
論
の
テ
キ

ス
ト
に
対
す
る
理
解
を
助
け
る
副
教
材
と
な
る
。
そ
し
て
、〝
自
殺
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
方
法
〞
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ

れ
ら
の
教
材
・
副
教
材
は
、
現
実
の
様
々
な
人
間
関
係
に
お
い
て
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
い
る
読
者
で
あ
り
学
習
者
で
あ
る
高
校
生
の
う
ち
の
誰
か
を
救
う
も

の
に
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

五
、
授
業
計
画
お
よ
び
発
展
的
な
学
習
の
可
能
性

　

高
等
学
校
国
語
科
教
材
と
し
て
の
平
野
啓
一
郎
の
「
分
人
」
論
の
テ
キ
ス
ト

を
「
現
代
の
国
語
」
あ
る
い
は
「
論
理
国
語
」
で
扱
う
場
合
、
授
業
時
数
と
し

て
は
お
そ
ら
く
二
時
間
も
し
く
は
三
時
間
費
や
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

（
第
一
学
習
社
の
指
導
資
料
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
京
書
籍
で
は
二
時
間

が
配
当
さ
れ
て
い
た
）。
最
初
に
教
員
に
よ
る
範
読
や
語
句
の
意
味
の
確
認
な

ど
が
行
わ
れ
、「
主
題
に
至
る
論
の
構
造
を
把
握
し
、
主
張
に
説
得
力
を
持
た

せ
る
た
め
の
論
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
る
」（
第
一
学
習
社
）
な
ど
の
、
評
論
文

を
読
解
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
確
認
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後

に
本
文
の
内
容
確
認
や
、
授
業
者
か
ら
の
発
問
と
学
習
者
に
よ
る
応
答
が
そ
の

内
容
の
展
開
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
時
限
に
発
展
的
な
学
習

と
し
て
、「
筆
者
の
主
張
に
対
し
て
賛
成
か
、
あ
る
い
は
反
対
か
、
各
自
の
考

え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
て
発
表
し
合
お
う
」（
第
一
学
習
社
）
と
い
う
よ
う

な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
展
開
す
る
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
学
習
者
の

賛
否
の
意
見
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
副
教
材
の
紹
介
を
、
高
等
学
校
の
授
業
の

中
に
組
み
込
む
こ
と
は
時
間
的
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
副
教
材
と
し

て
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
を
読
ん
で
理
解
す
る
だ
け
で
も
一
時
限
分
は
必

要
で
あ
ろ
う
し
、
副
教
材
を
読
ん
だ
後
に
、
最
初
の
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
後
の

自
身
の
意
見
に
ど
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
確
認
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
発
表
し
合
う
こ
と
に
も
一
時
限
分
は
必
要
と
な
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
意
味
で
、
こ
の
「
分
人
」
論
の
テ
キ
ス
ト
こ
そ
、
高
大
接
続
を
視
野
に

入
れ
た
教
材
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
文
の
筆
者
は
、
椙
山
女
学
園
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の

「
日
本
文
学
史
（
現
代
）」
と
い
う
授
業
に
お
い
て
、「
私
」
の
あ
り
方
を
様
々

な
文
学
作
品
を
通
じ
て
認
識
す
る
目
的
で
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
『
空
白
を
満

た
し
な
さ
い
』
を
教
材
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
対
人
関
係
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
る
「
私
」
の
多
様
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、『
空
白
を
満

た
し
な
さ
い
』
の
他
に
、
米
澤
穂
信
『
氷
菓）

18
（

』（
他
人
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
を
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迷
惑
だ
と
捉
え
な
が
ら
も
翻
弄
さ
れ
た
い
願
望
を
潜
在
化
さ
せ
た
「
私
」）、
鴨

志
田
一
『
青
春
ブ
タ
野
郎
は
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
先
輩
の
夢
を
見
な
い）

19
（

』（
他
人
か

ら
観
測
さ
れ
な
い
と
こ
の
世
界
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
「
私
」）、
森
見
登

美
彦
『
四
畳
半
神
話
大
系）

20
（

』（
人
間
関
係
の
形
成
に
関
わ
る
無
数
の
選
択
に
よ
っ

て
無
数
の
「
生
」
の
可
能
性
が
あ
り
う
る
「
私
」）、
村
田
沙
耶
香
『
コ
ン
ビ
ニ

人
間）

21
（

』（
環
境
に
よ
っ
て
最
適
化
さ
れ
る「
私
」）な
ど
を
併
せ
て
取
り
上
げ
た
。

こ
う
し
た
文
学
作
品
を
と
り
あ
げ
つ
つ
、『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
を
扱
っ

た
授
業
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
学
生
に
取
り
組
ま
せ
た
。

課
題　

平
野
啓
一
郎
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
や
前
回
の
『
四
畳
半
神
話
大
系
』
の
「
私
」
の

あ
り
方
な
ど
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
本
当
の
私
」
と
い
う
も
の
に
対

し
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
そ
の
あ
な
た
の
考
え
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。　
（
指
定
字
数
：
一
〇
〇
〜
五
〇
〇
字
）

　

こ
の
問
い
に
対
し
て
毎
年
一
〇
〇
〜
一
五
〇
人
ほ
ど
の
受
講
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
を
課
題
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。「
私
は
、『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』

の
「
ど
の
分
人
も
表
面
的
な
飾
り
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
、
本
物
な
ん
で
す
」
と
い

う
言
葉
に
ひ
ど
く
共
感
し
た
」と
い
う
よ
う
な
感
想
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
受
講
生
の
考
え
方
の
傾
向
を
見
て
い
く
と
、
お
よ
そ
三
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、「
す
べ
て
が
「
本
当
の
自
分
」
で
あ
る
」
と
い

う
平
野
啓
一
郎
の
「
分
人
」
論
に
近
い
立
場
。
次
に
、「「
本
当
の
私
」
は
す
べ

て
の
「
私
」
で
は
な
く
、限
定
的
に
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
立
場
。

そ
し
て
、「「
本
当
の
自
分
」
は
存
在
し
な
い
か
、「
本
当
」
を
知
る
こ
と
は
困

難
だ
」
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
つ
目
の
立
場
の
学
生
は
、「
私
は
「
本
当
の
私
」
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
、
現
代
を
生
き
る
多
く
の
人
々
の
中
に
は
複
数
の
「
私
」
が
存
在

し
、
そ
の
す
べ
て
が
「
本
当
の
私
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
紹
介
さ
れ
た
作

品
の
池
端
に
よ
る
「
分
人
」
の
考
え
方
の
よ
う
に
、
異
な
る
自
分
た
ち
を
ど
れ

も
「
本
当
の
私
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の
一
貫
性
と
い
う
束
縛

か
ら
解
放
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
代
人
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
捉
え
方
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
」と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
学
生
は
、「
す
べ
て
を「
本

当
の
私
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
結
局
は
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
自
分

自
身
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
が
好
き
な
「
私
」
も
嫌
い
な
「
私
」

も「
本
当
の
私
」と
し
て
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
、

葛
藤
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
す
べ
て
の
「
本

当
の
私
」
と
、
い
つ
か
は
、
誰
し
も
が
必
ず
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
平
野
の
議
論
の
先
に
あ
る
問
題
に
触
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
三
つ
目
の
立
場
だ
と
、「「
本
当
の
私
」
と
は
、
自
分
で
も
自

分
以
外
の
人
で
も
、
絶
対
に
特
定
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
る
と
考
え

る
。
人
間
は
様
々
な
出
来
事
か
ら
無
数
の
「
生
」
の
可
能
性
が
生
ま
れ
、
そ
の

度
に
自
分
の
理
想
像
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
の
理
想
像
に
近
づ
く
よ
う
な
「
私
」

を
作
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、人
間
は
完
璧
な
理
想
の
「
私
」
に
は
な
れ
な
い
が
、

そ
の
過
程
で
変
化
し
て
い
く
「
私
」
こ
そ
「
本
当
の
私
」
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

こ
れ
を
自
分
で
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た
学
生
が
い

た
。
こ
れ
も
、
平
野
の
議
論
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
思
考
を
内
包
し
た
も
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
本
段
落
で
紹
介
し
た
受
講
生
の
回
答
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
二

年
一
二
月
一
九
日
実
施
の
授
業
の
参
加
者
の
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
二
〇
二
二
年
度
は
、
授
業
で
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
を
扱
っ
た

翌
週
に
、
村
田
沙
耶
香
『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』
を
取
り
上
げ
る
授
業
を
行
っ
た

（
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
六
日
）。『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
労
働
に
最
適
化
さ
れ
た
主
人
公
が
描
か
れ
た
が
、
彼
女
は
コ
ン
ビ
ニ
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で
し
か
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
な
い
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
「
分
人
」

以
外
の
「
分
人
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
な
い
。
一
応
恋
人
を
作
り
同
居
生
活
を

す
る
の
だ
が
、
恋
人
と
の
関
係
に
よ
る
「
分
人
」
と
い
う
も
の
を
う
ま
く
形
成

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
「
分
人
」
が
主
人
公
を
支
配
し
て

し
ま
う
。
平
野
啓
一
郎
の
「
分
人
」
論
は
、
様
々
な
人
間
関
係
を
持
つ
こ
と
の

で
き
る
人
を
念
頭
に
置
い
た
論
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
そ
も
そ
も
多
様
な
人

間
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
平
野
の
「
分
人
」
論
を
ど
う
受

け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
、
教
材
を
超
え
る
問
題
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　

発
展
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、
教
材
と
し
て
示
さ
れ
た
文
章
を
相
対
化
す

る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
学
習
者
の
経
験
と
そ
れ
に
基
づ
く
実
感
も
重
要
で
あ

る
が
、
そ
の
文
章
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
副
教
材
と
、
同
じ
テ
ー
マ
を

扱
い
な
が
ら
も
異
な
る
視
点
を
提
示
す
る
副
教
材
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た

副
教
材
と
の
出
会
い
の
場
を
、
既
存
の
高
等
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
だ
け

で
用
意
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
だ
。
そ
の
意
味
で
も
、
高
大
接
続
を
視
野
に

入
れ
た
文
学
教
育
を
有
意
義
な
も
の
と
し
て
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

六
、
ま
と
め

　

本
論
文
で
は
、
高
大
接
続
を
視
野
に
入
れ
た
文
学
教
育
の
可
能
性
を
確
認
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
多
く
の
出
版
社
の
国
語
科
教
科
書
に
教
材
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
平
野
啓
一
郎
の
「
分
人
」
論
に
注
目
し
た
。
平
野
の
「
分
人
」
論

が
学
習
者
で
あ
る
高
校
生
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
も
の
と
し
て
置
か

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、
学
習
者
の
理
解
を
深
化
さ
せ
た
り
あ
る
い
は

相
対
化
さ
せ
た
り
す
る
契
機
と
な
り
得
る
も
の
と
し
て
、
平
野
の
小
説
『
空
白

を
満
た
し
な
さ
い
』
を
取
り
上
げ
、『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』
を
教
材
と
す

る
大
学
で
の
文
学
教
育
の
実
践
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
高
等
学
校
で
の
発
展
的

な
学
習
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
環
境
と
し
て
、
高
大
接
続
の
可
能
性
を
指
摘
し

た
。

　

今
回
は
「
私
」「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
高
大
接

続
に
つ
い
て
考
え
た
が
、高
等
学
校
国
語
科
の
特
に
説
明
的
な
文
章（
評
論
文
、

論
説
文
、「
論
理
国
語
」
な
ど
で
扱
わ
れ
る
文
章
）
で
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
は
他

に
も
ま
だ
あ
る
。「
言
語
」「
身
体
」「
メ
デ
ィ
ア
」「
社
会
」「
境
界
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

事
例
に
則
し
て
も
っ
と
問
題
を
細
分
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
や
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
や
「
人
種
／
民
族
」
な
ど
）。
当
然
、「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
せ
よ
「
言
語
」「
身
体
」「
メ
デ
ィ
ア
」
に
せ
よ
、
大
学

教
育
に
お
け
る
文
学
・
哲
学
・
歴
史
学
・
人
類
学
・
社
会
学
な
ど
で
論
じ
続
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
学
の
知
の
成
果
を
還
元
す
る
意
味
で
も
、
高
大
接

続
の
可
能
性
は
引
き
続
き
探
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

注（
1
） 　

文
部
科
学
省H

P

、https://w
w

w.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chuuou/toushin/ 
991201b.htm

（
最
終
確
認
：
二
〇
二
三
年
九
月
一
一
日
）

（
2
） 　

同
前
（
最
終
確
認
：
二
〇
二
三
年
九
月
一
一
日
）

（
3
） 　G

om
ibuchi N

oritsugu

（
五
味
渕
典
嗣
）「
高
等
学
校
国
語
科
が
大
き
く
変
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
（
１
）」、https://note.com

/ngom
ibuchi/n/n1772700fda5a

（
投
稿
：
二
〇
一
八
年
八
月
二
四
日
、
最
終
確
認
：
二
〇
二
三
年
九
月
一
一
日
）

（
4
） 　

千
田
洋
幸
・
木
下
ひ
さ
し
（
監
修
）、笹
平
真
之
介
・
渡
邉
裕
・
今
村
行
（
編
）、

東
京
学
芸
大
学
国
語
教
育
学
会
（
著
）『
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
見
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四
〇

通
し
た 

12
年
間
の
「
文
学
」
の
学
び
』（
二
〇
二
三
年
、
東
洋
館
出
版
社
）

（
5
） 　

千
田
洋
幸
「〝
持
続
す
る
文
学
の
学
び
〞
を
作
り
出
す
た
め
の
観
点
」（
千
田

洋
幸
・
木
下
ひ
さ
し
前
掲
書
）、
二
〇
頁
。

（
6
） 　

同
上
、
二
〇
頁
。

（
7
） 　

五
味
渕
典
嗣
・
松
田
顕
子
・
吉
田
光
（
編
）『
高
校
生
の
た
め
の
現
代
文
ガ

イ
ダ
ン
ス　

ち
く
ま
評
論
文
の
論
点
21
』（
二
〇
二
〇
年
、
筑
摩
書
房
）

（
8
） 　

澤
田
英
輔
・
仲
島
ひ
と
み
・
森
大
徳
（
編
）『〈
読
む
力
を
つ
け
る
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
選
〉
中
高
生
の
た
め
の
文
章
読
本
』（
二
〇
二
二
年
、
筑
摩
書
房
）

（
9
） 　

中
山
元
『
高
校
生
の
た
め
の
評
論
文
キ
ー
ワ
ー
ド
１
０
０
』（
二
〇
〇
五
年
、

筑
摩
書
房
）。
当
該
書
は
キ
ー
ワ
ー
ド
を
五
〇
音
順
に
並
べ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
は
最
初
に
立
項
さ
れ
て
い
る
（
一
六
〜
一
七
頁
）。

（
10
） 　

平
野
啓
一
郎
『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』（
二
〇
一
二
年
、
講
談
社
）、

三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
、
傍
点
原
文
。

（
11
） 　

同
前
、
三
二
四
頁
。

（
12
） 　

同
前
、
三
二
四
頁
。

（
13
） 　

同
前
、
三
二
六
頁
、
傍
点
原
文
。

（
14
） 　

同
前
、
三
二
六
頁
。

（
15
） 　

同
前
、
三
二
七
頁
。

（
16
） 　

同
前
、
三
九
四
頁
、
傍
点
原
文
。

（
17
） 　

同
前
、
三
九
四
頁
。

（
18
） 　

米
澤
穂
信
『
氷
菓
』（
二
〇
〇
一
年
、K

A
D

O
K

AW
A

・
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー

文
庫
）

（
19
） 　

鴨
志
田
一
『
青
春
ブ
タ
野
郎
は
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
先
輩
の
夢
を
見
な
い
』

（
二
〇
一
四
年
、K

A
D

O
K

AW
A

・
電
撃
文
庫
）

（
20
） 　

森
見
登
美
彦
『
四
畳
半
神
話
大
系
』（
二
〇
〇
五
年
、
太
田
出
版
）

（
21
） 　

村
田
沙
耶
香
『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』（
二
〇
一
六
年
、
文
藝
春
秋
）

＊　

国
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シ
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学
科


